
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１先行組合のベア回答 

企業名 ﾍﾞｰｽｱｯﾌﾟ 前年実績 

三菱重工業 1,500 円 1,000 円 

日立製作所 1,500 円 1,000 円 

パナソニック 1,500 円 1,000 円 

富士フィルム 1,500 円 1,000 円 

クボタ 1,000 円 900 円 

トヨタ自動車 1,300 超 1,300 円 

日産自動車 3,000 円 1,500 円 

ホンダ 1,700 円 1,600 円 

三
月
一
四
日
、
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是

正
」
に
つ
な
が
る
賃
上
げ
を
継
続
さ
せ
る
二
〇
一
八
春
季
生
活
闘
争
の
最
初
の
ヤ
マ
場
を

迎
え
、
先
行
す
る
組
合
が
回
答
を
引
き
出
し
た
。
神
津
中
央
闘
争
委
員
長
は
、
引
き
続
く

中
堅
・
中
小
組
合
の
回
答
引
き
出
し
や
未
組
織
を
含
め
た
す
べ
て
の
働
く
者
の
賃
金
引
き

上
げ
に
波
及
さ
せ
る
た
め
「
闘
争
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
出
し
て
行
動
を
要
請
し
た
。 
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と
う
と
う
当
欄
の
担
当
が
回

っ
て
き
た
。
テ
ー
マ
は
何
で
も
良

い
。
こ
れ
が
一
番
困
る
。
◯
◯
は

避
け
て
、
△
△
に
つ
い
て
書
い

て
、
な
ら
楽
な
の
だ
が
…
。 

閑
話
休
題
、
私
は
昔
か
ら
宵
っ

張
り
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
深

夜
ラ
ジ
オ
の
サ
イ
ク
ル
が
身
に

付
い
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
ネ
ッ

ト
で
タ
イ
ム
シ
フ
ト
が
可
能
だ

か
ら
時
間
に
縛
ら
れ
な
い
が
、
テ

レ
ビ
は
ア
ニ
メ
か
ら
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
ま
で
、
の
べ
つ
幕
な
し

に
レ
コ
ー
ダ
ー
が
稼
働
し
て
い

る
。
と
り
あ
え
ず
録
画
し
よ
う
と

い
う
性
格
だ
か
ら
、
早
寝
の
生
活

に
は
戻
れ
そ
う
に
な
い
。 

テ
レ
ビ
番
組
で
欠
か
さ
ず
観

て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
同
じ
場

所
に
七
二
時
間
密
着
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
三
年
ほ
ど
前

に
印
象
的
な
回
が
あ
っ
た
。
木
更

津
に
あ
る
二
四
時
間
営
業
の
弁

当
店
が
舞
台
で
、 

近
所
の
労
働
者 

か
ら
高
齢
者
ま 

で
様
々
な
人
が 

来
る
。
そ
の
中 

で
午
前
四
時
頃 

に
訪
れ
た
人
に 

職
業
を
訊
く
と
、 

一
瞬
躊
躇
し
恥 

ず
か
し
そ
う
に
派
遣
型
風
俗
業

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
答
え
た
。 

こ
れ
を
観
て
ハ
ッ
と
し
た
。
あ

ら
ゆ
る
職
業
に
顧
客
と
接
す
る

人
を
縁
の
下
で
支
え
る
人
が
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
「
職
業
に

貴
賤
は
な
い
」
と
本
音
で
言
え
る

か
自
問
さ
せ
ら
れ
た
。 

震
災
以
来
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
維
持
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

「
世
界
は
誰
か
の
仕
事
で
で
き

て
い
る
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
労
働
を

通
し
た
支
え
合
い
に
見
合
う
対

価
を
受
け
て
い
る
か
？
春
闘
交

渉
を
追
い
上
げ
て
生
活
向
上
を

勝
ち
取
り
た
い
。 

 

将
・
Ｉ 

 

 

は
、
本
日
ま
で
に
示
さ
れ
た
回
答

内
容
を
、
続
く
中
堅
・
中
小
組
合

は
も
と
よ
り
、
未
組
織
を
含
め
た

す
べ
て
の
働
く
者
の
賃
金
引
き

上
げ
に
確
実
に
波
及
さ
せ
る
た

め
、
以
下
の
事
項
を
要
請
し
た
。 

一
．
先
行
す
る
組
合
が
引
き
出
し

た
回
答
内
容
を
賃
上
げ
の
う
ね

り
と
し
て
あ
ま
ね
く
波
及
さ
せ

る
た
め
に
、
交
渉
中
の
組
合
は
三

月
決
着
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
。
ま
た
、
非
正
規
労
働
者
の
雇

用
の
安
定
と
処
遇
の
改
善
に
向

け
て
、
正
規
・
非
規
の
同
時
決
着

を
め
ざ
す
。 

二
．
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
の
是

正
や
職
場
全
体
の
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
る
働
き
方
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
、
積
極
的
か
つ
前
向

き
な
回
答
を
引
き
出
す
。 

三
．
構
成
組
織
は
、
交
渉
中
の
単

組
に
対
す
る
訪
問
オ
ル
グ
な
ど
、

要
求
趣
旨
に
沿
っ
た
回
答
引
き

出
し
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
。
大

手
組
合
は
、
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会

社
組
合
の
支
援
を
強
化
す
る
。 

四
．
地
方
連
合
会
は
、
地
場
共
闘

の
も
と
で
、
構
成
組
織
の
地
方
組

織
と
連
携
し
、
中
小
・
地
場
組
合

若年労働者が減少している現状を

捉え、青年(男女)組合員の組合活動

への参画意識の高揚、地域でいきい

きと生活できる基盤つくりを助成す

るため、若者の活力 UP 事業を計画

した。この間、青年委員会を中心に

「破天荒プロジェクト」を設置し、

若年男女が出会い・交流できるイベ

ントを企画しました。 

日時 2018 年 4 月 21 日(土) 

18 時～21 時 受付:17:30～ 

会場 千葉幸会館  

会費 男 3,000 円、女 1,000 円 

対象 35 歳以下、各 25 名まで 

友達も誘いあって気軽に楽しもう！ 

皆さん～ 待ってます 恋ＧＯ－ 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

経
営
側
は
、
個
人
消
費
の
活
性

化
を
通
じ
た
経
済
の
自
律
的
成

長
に
向
け
た
社
会
的
な
要
請
や

期
待
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
の

理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
経
済
や
事

業
の
先
行
き
不
透
明
感
、
過
去
四

年
間
の
賃
上
げ
に
よ
る
賃
金
水

準
の
上
昇
な
ど
を
理
由
に
、
賃
上

げ
に
対
し
て
は
極
め
て
慎
重
な

判
断
が
必
要
と
の
厳
し
い
態
度

を
示
し
、
交
渉
は
難
航
し
た
。 

組
合
は
、
企
業
・
産
業
の
存
続

と
成
長
の
た
め
に
は
同
じ
職
場

で
働
く
す
べ
て
の
「
人
へ
の
投

資
」
が
必
要
と
、
粘
り
強
く
交
渉

を
行
っ
た
結
果
、
継
続
し
て
賃
上

げ
の
回
答
を
引
き
出
し
、
回
答
水

準
は
昨
年
水
準
を
上
回
る
基
調

に
あ
り
、
交
渉
継
続
中
の
組
合
へ

の
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。 

連
合
は
、
す
べ
て
の
働
く
者
の

処
遇
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格

差
是
正
」
を
実
現
す
る
た
め
に

減
に
よ
る
人
口
減
少
、
ピ
ー
カ
ン

ナ
ッ
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
策

な
ど
地
域
事
情
に
合
っ
た
業
種
の

誘
致
、
若
者
が
働
き
た
い
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
、
高
田
松
原
は
防

災
を
考
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
公
園
に

す
る
、
区
画
整
備
事
業
で
は
考
え

の
多
様
化
と
既
存
の
法
律
が
あ
り

時
間
が
か
か
っ
た
。
な
ど
、
現
状

と
市
行
政
の
展
望
が
語
ら
れ
た
。 

午
後
は
大
船
渡
労
働
基
準
監
督

署
を
訪
問
、
熊
谷
署
長
か
ら
気
仙

宣
言
の
経
過
と
実
態
や
労
働
災
害

防
止
対
策
な
ど
の
話
を
伺
っ
た
。 

-2018 春季生活闘争- 

日時: 4 月 1２日(木)1８時 
場所: 気仙教育会館２Ｆホール 

構成: 各単組執行部役員 
  : 気仙地協幹事会役員 
内容: 春闘状況の報告 

･･妥結状況の報告 
 

 
 
 
日時: 報告集会終了後 
構成: 各単組代表者 
  : 地協議長･事務局長･事務局次長 
議題: 第 89 回気仙地区 

: メーデーの開催について 

の
交
渉
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

回
答
内
容
な
ど
の
情
報
共
有
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
行
う
。
加
え
て
、

成
果
を
地
場
に
お
け
る
賃
金
相

場
の
底
上
げ
に
波
及
さ
せ
る
た

め
、
効
果
的
な
ア
ピ
ー
ル
や
情
報

提
供
を
行
う
。 

◆
第
一
回
回
答
集
計
結
果 

 

二
月
の
要
求
提
出
以
降
、
厳
し

い
交
渉
環
境
の
中
で
各
労
使
が

交
渉
を
重
ね
、
一
四
日
の
ヤ
マ
場

を
含
む
第
一
先
行
組
合
の
回
答

ゾ
ー
ン
で
多
く
の
組
合
が
月
例

賃
金
の
改
善
原
資
を
獲
得
し
た
。 

集
計
結
果
は 

六,

五
一
五
円
・

二.

一
六
％
（
昨
年
同
期
比 

二
四

五
円
増
・
〇.

一
〇 

ポ
イ
ン
ト
増
）

で
あ
っ
た
。
三
〇
〇
人
未
満
は 

五,

七
七
〇
円
・
二.

一
七
％
（
同 

六

三
一
円
増
・
〇.

一
一 

ポ
イ
ン
ト

増
）
で
あ
り
、
二
〇
一
四
春
季
生

活
闘
争
以
来
四
年
ぶ
り
に
率
で

全
体
を
上
回
り
、
額
で
は
過
去
最

高
と
な
っ
た
。 

非
正
規
労
働
者
の
賃
金
引
上

げ
は
、
単
純
平
均
で
時
給 

二
五.

九
八
円
（
同 

二.

三
三
円
増
）・
月

給 

五,

四
九
六
円
（
同 

一
三
七
円

増
）
と
な
っ
た
。 

賃
金
以
外
で
も
、
所
定
労
働
時

間
の
短
縮
や
非
正
規
労
働
者
の

処
遇
改
善
な
ど
が
実
現
し
た
。 

現
時
点
の
最
大
の
特
徴
は
、
賃

上
げ
の
流
れ
が
継
続
し
、
中
小
組

合
の
健
闘
が
目
立
つ
点
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
が
継
続
す
る
よ
う
、
交

渉
中
の
組
合
を
最
大
限
支
援
し

て
い
く
。 

      

 

連
合
は
、
「
要
求
と
提
言
」
政

策
集
を
ま
と
め
、
政
府
、
政
党
、

関
連
す
る
諸
団
体
に
政
策
提
言

の
要
請
行
動
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

被
災
地
の
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、
昨
年
に
続
き
、
社
会
政
策

局
の
鈴
木
次
長
、
雇
用
対
策
局
の

若
月
次
長
を
は
じ
め
連
合
本
部

七
名
が
気
仙
地
域
を
訪
問
し
た
。 

二
月
一
四
日
、
大
船
渡
市
～
細

浦
～
小
友
～
脇
の
沢
を
廻
り
沿

岸
地
域
の
復
興
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
陸
前
高
田
市
役
所
を
訪

問
、
戸
羽
市
長
か
ら
震
災
や
自
然

若者の活力 UP 事業 


